
繁 殖 雌 牛 の 臀 部 皮 下 脂 肪 厚 と 繁 殖 性 の 関 連  

～ 四 国 カ ル ス ト 牧 場 の 放 牧 牛 に つ い て ～  
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現 在 、 本 県 で は 、 夏 山 冬 里 方 式 に よ る 省 力 的 な 和 牛

繁 殖 経 営 を 推 進 し て お り 、 姫 鶴 牧 場 及 び 大 川 嶺 牧 場 の

2 つ の 公 共 牧 場 が 活 用 さ れ て い る 。 し か し 、 放 牧 牛 の

繁 殖 成 績 を よ り 向 上 さ せ る た め に は 、 適 切 な 栄 養 状 態

を 客 観 的 に 示 す 指 標 を 確 立 す る 必 要 が あ る 。 そ こ で 、

平 成 1 6 年 度 に 両 牧 場 へ 入 牧 し た 繁 殖 雌 牛 9 7 頭 の 、 臀

部 皮 下 脂 肪 厚 ( 脂 肪 厚 ) と 栄 養 度 を 3 回 ( 入 牧 、中 間 、退

牧 ) 測 定 し 、繁 殖 性 と の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。授 精 回

数 2 回 以 下 で 受 胎 し た 牛 は 、受 胎 直 前 の 脂 肪 厚 が 1 0 ～

2 0 m m の 範 囲 に あ り 、 栄 養 度 5 で あ っ た 。 不 受 胎 牛 及 び

授 精 回 数 3 回 以 上 の 受 胎 牛 で は 、脂 肪 厚 2 0 m m 以 上 、栄

養 度 6 で あ っ た 。 ま た 受 胎 牛 は 、 受 胎 後 脂 肪 厚 が 増 加

す る 傾 向 に あ っ た が 、 不 受 胎 牛 は 退 牧 時 に 減 少 す る 傾

向 に あ っ た 。 な お 、 舎 飼 牛 の 場 合 、 脂 肪 厚 2 0 ～ 3 0 m m 、

栄 養 度 6 ～ 7 の 範 囲 で 最 も 短 い 空 胎 日 数 を 示 し た が 、放

牧 牛 は 舎 飼 牛 と 比 較 し て 脂 肪 厚 が 薄 く 、 栄 養 度 が 1 程

度 低 い 牛 が 良 好 な 繁 殖 成 績 を 示 す と 考 え ら れ た 。  
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